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告

示

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
八
十
六
号

東
京
に
お
け
る
自
然
の
保
護
と
回
復
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二

年
東
京
都
条
例
第
二
百
十
六
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十

七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
し
た
里
山
保
全
地
域
に

つ
い
て
、
区
域
を
変
更
し
、
併
せ
て
そ
の
保
全
計
画
を
変
更
し
た
の

で
、
同
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
七
項
及
び
条
例
第
十

八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

保
全
地
域
の
区
域
の
変
更

㈠

変
更
の
内
容

区
域
の
拡
張

㈡

種
別

里
山
保
全
地
域

㈢

名
称

連
光
寺
・
若
葉
台
里
山
保
全
地
域

㈣

位
置

多
摩
市
の
東
部
に
位
置
す
る
連
光
寺
地
区
及
び
稲
城

市
の
西
部
に
位
置
す
る
若
葉
台
地
区
に
ま
た
が
る
既
指
定
地
に

隣
接
す
る
地
域

㈤

拡
張
す
る
区
域

別
表
及
び
別
図
一
に
示
す
区
域

㈥

拡
張
す
る
面
積

一
万
六
千
三
百
七
十
一
平
方
メ
ー
ト
ル

二

保
全
計
画
の
変
更
の
概
要

㈠

自
然
の
概
況
及
び
特
質

当
区
域
は
、
多
摩
丘
陵
の
北
部
に
位
置
し
、
多
摩
川
の
支
流

に
当
た
る
谷
戸
川
水
系
の
流
域
に
含
ま
れ
る
。
多
摩
丘
陵
の
北

部
は
、
昭
和
四
十
年
代
か
ら
多
摩
地
区
で
進
め
ら
れ
た
新
住
宅

市
街
地
開
発
事
業
（
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
計
画
）
に
よ
っ
て
宅

地
化
が
進
み
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
造
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

当
区
域
の
位
置
す
る
都
道
百
三
十
七
号
線
の
東
側
の
一
部
は
、

新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
の
対
象
か
ら
外
れ
た
場
所
に
当
た
り
、

現
在
で
も
樹
林
地
、
耕
作
地
、
休
耕
地
の
湿
地
等
が
残
存
す
る

場
所
と
な
っ
て
い
る
。

当
区
域
の
谷
戸
及
び
樹
林
地
に
は
、
植
物
の
タ
マ
ノ
カ
ン
ア

オ
イ
、
ギ
ン
ラ
ン
、
キ
ン
ラ
ン
、
サ
サ
バ
ギ
ン
ラ
ン
、
ア
マ
ド

コ
ロ
、
キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
等
が
分
布
し
、
谷
戸
の
湿
地
は
エ

ゾ
ノ
サ
ヤ
ヌ
カ
グ
サ
、
昆
虫
類
の
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
及
び
キ
イ
ロ

ジ
ョ
ウ
カ
イ
、
魚
類
の
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
、
底
生
動
物
の
マ
メ

シ
ジ
ミ
類
及
び
ヤ
マ
サ
ナ
エ
等
希
少
な
動
植
物
が
残
存
す
る
場

所
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
谷
戸
の
湿
地
で
は
、
キ
バ
サ
ナ
ギ

ガ
イ
（
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
（
環
境
省
）
、
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
（
東
京

都
）
）
、
ナ
タ
ネ
キ
バ
サ
ナ
ギ
ガ
イ
（
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
（
環
境

省
）
、
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
（
東
京
都
）
）
及
び
ミ
ズ
コ
ハ
ク
ガ
イ

（
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
（
環
境
省
）
、
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
（
東
京

都
）
）
が
非
常
に
高
い
密
度
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、
陸
産
及
び

け

淡
水
産
の
貝
類
の
生
息
地
と
し
て
は
、
都
内
唯
一
の
稀
有
な
湿

地
環
境
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
谷
戸
の
水
域
で
は
、
外
来
種
の
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ

が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
点
も
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
水
域

の
外
来
種
が
少
な
い
こ
と
が
、
生
物
多
様
性
及
び
か
つ
て
の
多

摩
丘
陵
の
生
物
相
が
保
全
さ
れ
て
い
る
理
由
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
る
。

当
区
域
の
谷
戸
は
、
湿
地
の
集
水
域
を
構
成
し
て
お
り
、
そ

の
う
ち
の
南
西
部
は
、
主
に
農
地
と
し
て
利
用
さ
れ
、
湿
地
へ

か
ん

の
水
源
涵
養
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

㈡

自
然
の
保
護
と
回
復
の
た
め
の
方
針

高
密
度
に
生
息
す
る
キ
バ
サ
ナ
ギ
ガ
イ
、
ナ
タ
ネ
キ
バ
サ
ナ

ギ
ガ
イ
及
び
ミ
ズ
コ
ハ
ク
ガ
イ
を
含
む
淡
水
産
及
び
陸
産
貝
類

の
生
息
環
境
の
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、
残
さ
れ
た
多
摩
丘
陵

の
里
山
環
境
を
保
全
し
て
い
く
。

ま
た
、
野
生
動
植
物
保
護
地
区
を
指
定
し
、
希
少
な
動
植
物

を
は
じ
め
と
し
た
里
山
環
境
の
生
物
相
を
保
全
す
る
等
生
物
多

様
性
に
資
す
る
取
組
を
行
っ
て
い
く
。

ア

希
少
な
生
物
の
保
全

キ
バ
サ
ナ
ギ
ガ
イ
、
ナ
タ
ネ
キ
バ
サ
ナ
ギ
ガ
イ
、
ミ
ズ
コ

ハ
ク
ガ
イ
等
の
貝
類
の
生
息
環
境
で
あ
る
谷
戸
の
湿
地
は
、

研
究
者
と
の
連
携
を
維
持
し
、
継
続
的
に
観
測
を
行
い
な
が

ら
保
全
す
る
。

イ

水
辺
性
の
里
山
環
境
の
保
全

多
摩
丘
陵
の
里
山
環
境
に
み
ら
れ
る
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ

ガ
エ
ル
、
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
、
エ
ゾ
ノ
サ
ヤ
ヌ
カ
グ
サ
等
の

生
息
・
生
育
環
境
保
全
の
た
め
、
適
切
な
管
理
と
継
続
的
な

観
測
を
行
い
な
が
ら
保
全
す
る
。



令和2年11月11日（水曜日）東 京 都 公 報（増刊 125） ２

ウ

里
山
環
境
の
保
全

周
辺
の
樹
林
環
境
と
の
連
続
性
に
配
慮
し
、
多
摩
丘
陵
に

お
い
て
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
形
成
さ
れ
て
き
た
里
山
環
境

を
保
全
す
る
。

タ
マ
ノ
カ
ン
ア
オ
イ
、
キ
ン
ラ
ン
、
ア
マ
ド
コ
ロ
、
キ
ツ

ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
等
が
生
育
す
る
樹
林
の
適
切
な
管
理
と
継
続

的
な
観
測
を
行
い
な
が
ら
保
全
す
る
。
植
栽
地
等
は
、
計
画

的
に
コ
ナ
ラ
及
び
ク
ヌ
ギ
が
優
占
す
る
落
葉
広
葉
樹
林
の
形

成
を
図
る
。

ま
た
、
現
状
の
草
地
環
境
も
保
全
す
る
。

エ

農
地
の
保
全

里
山
環
境
の
一
部
を
構
成
す
る
農
地
の
保
全
を
図
り
、
湿

か
ん

地
へ
の
水
源
涵
養
機
能
そ
の
他
の
自
然
環
境
が
有
す
る
多
様

な
機
能
の
保
全
を
図
る
。

農
地
は
、
基
本
的
に
地
権
者
及
び
農
地
利
用
者
が
継
続
し

て
営
農
す
る
。
営
農
に
際
し
て
は
、
里
山
環
境
保
全
の
視
点

か
ら
、
農
薬
等
の
使
用
を
控
え
る
等
の
ル
ー
ル
や
、
草
刈
り

等
の
日
常
の
管
理
作
業
に
係
る
ル
ー
ル
を
検
討
す
る
。

ま
た
、
都
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
積
極
的
に
営
農
に
参
加

し
、
協
力
で
き
る
よ
う
な
、
都
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
の
協

働
関
係
を
形
成
す
る
。

㈢

自
然
の
保
護
と
回
復
の
た
め
の
規
制
に
関
す
る
事
項

条
例
第
二
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
物
そ
の
他
の
工

作
物
の
新
築
、
改
築
又
は
増
築
、
土
地
の
形
質
の
変
更
、
土
石

の
採
取
、
木
竹
の
伐
採
等
の
規
制
を
行
う
。

な
お
、
本
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
保
全
事
業
に
つ
い
て

は
、
規
制
の
対
象
と
し
な
い
。

人
の
立
入
り
か
ら
動
植
物
を
保
護
す
る
た
め
、
湿
地
部
を
歩

く
経
路
を
定
め
る
等
の
対
策
を
と
る
。

㈣

植
生
管
理
に
関
す
る
事
項

当
区
域
を
保
全
し
、
利
活
用
し
て
い
く
に
当
た
り
、
植
生
の

現
状
を
把
握
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
㈡
の
方
針
に
基
づ
き
、
区
域
ご
と
に
目
標

植
生
及
び
植
生
の
管
理
方
針
を
定
め
た
。
こ
れ
に
従
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
地
形
、
土
壌
、
目
標
と
す
る
景
観
又
は
生
物
環

境
の
特
性
及
び
利
活
用
の
計
画
を
考
慮
し
な
が
ら
、
具
体
的
な

管
理
方
針
を
検
討
し
て
い
く
。

こ
の
具
体
化
さ
れ
た
管
理
方
針
に
基
づ
き
、
樹
林
管
理
（
皆

か

伐
、
除
伐
、
下
草
刈
り
、
落
葉
掻
き
等
）
及
び
湿
地
管
理
（
草

刈
り
、
水
量
調
整
、
水
田
耕
作
等
）
を
都
民
と
協
働
し
な
が
ら

継
続
的
に
実
施
す
る
。

ま
た
、
耕
作
地
及
び
果
樹
園
に
つ
い
て
は
現
状
の
耕
作
を
継

続
す
る
。
当
該
管
理
の
作
業
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
継
続
的
に

観
測
し
、
植
生
管
理
に
活
用
し
て
い
く
。

ア

里
山
環
境
保
全
エ
リ
ア

コ
ナ
ラ
林

林
床
の
注
目
す
べ
き
種
を
保
全
す
る
た
め
、
林
床
の
下
刈

り
を
冬
季
（
十
二
月
及
び
一
月
）
に
実
施
す
る
。
林
床
植
物

や
低
木
が
繁
茂
し
て
い
る
場
所
は
、
夏
季
（
七
月
）
に
実
施

す
る
。
下
刈
り
を
す
る
場
合
は
、
タ
マ
ノ
カ
ン
ア
オ
イ
へ
の

影
響
が
な
い
様
に
、
必
要
な
場
所
で
は
目
印
を
つ
け
る
等
の

配
慮
を
行
う
。

林
縁
や
宅
地
等
に
近
い
場
所
に
は
、
ヤ
ブ
を
残
す
場
所
も

設
定
す
る
。

長
期
的
に
は
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
皆
伐
に
よ
る
森
林
の

更
新
を
図
る
。

イ

湿
地
環
境
保
全
エ
リ
ア
（
野
生
動
植
物
保
護
地
区
）

ア

コ
ナ
ラ
林

必
要
に
応
じ
裾
刈
り
や
間
伐
を
行
う
。
樹
林
と
湿
地
の

状
況
を
見
な
が
ら
、
順
応
的
な
管
理
を
行
う
。

イ

マ
ダ
ケ－

ハ
チ
ク
林

現
状
の
竹
林
が
拡
大
し
な
い
よ
う
に
す
る
。
一
平
方
メ

ー
ト
ル
に
一
、
二
本
の
密
度
に
す
る
。
若
い
竹
を
残
す
よ

う
に
し
、
若
い
竹
林
を
維
持
す
る
。

湿
地
の
下
流
部
の
竹
林
は
、
ハ
ン
ノ
キ
な
ど
の
湿
性
林

に
転
換
し
、
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
等
の
生
息
環
境
と
し
て
住
宅

地
か
ら
の
光
を
遮
る
緩
衝
帯
と
し
て
の
役
割
を
検
討
す
る
。

ウ

モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
林

現
状
の
竹
林
が
拡
大
し
な
い
よ
う
に
す
る
。
三
平
方
メ

ー
ト
ル
に
一
、
二
本
程
度
の
密
度
に
す
る
。
若
い
竹
を
残

す
よ
う
に
し
、
若
い
竹
林
を
維
持
す
る
。

モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
は
根
が
浅
く
、
斜
面
崩
壊
す
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
急
傾
斜
地
の
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
林
は
、
深
根

性
の
常
緑
樹
に
少
し
ず
つ
転
換
す
る
。

エ

荒
地
雑
草
群
落

水
田
環
境
に
依
存
す
る
生
物
の
保
全
を
目
的
と
し
た
耕

う
ん耘
を
行
い
、
湿
地
化
を
図
る
。

湿
地
に
隣
接
す
る
た
め
、
年
に
二
、
三
回
程
度
刈
り
取

り
を
行
い
、
背
丈
が
高
く
な
ら
な
い
草
地
環
境
を
維
持
す

る
。

オ

ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
群
落

現
状
の
群
落
が
拡
大
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

カ

ヨ
シ
群
落

基
本
的
に
は
手
を
加
え
な
い
。
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ヤ
ナ
ギ
類
な
ど
の
木
本
類
が
侵
入
し
た
場
合
は
、
蒸
散

量
を
抑
え
る
目
的
か
ら
状
況
を
見
な
が
ら
適
宜
伐
採
す
る
。

貝
類
を
継
続
的
に
観
測
し
、
専
門
家
の
意
見
を
聴
き
な

が
ら
、
風
通
し
を
良
く
す
る
等
の
対
策
を
適
宜
行
い
、
順

応
的
な
管
理
を
行
う
。

キ

ガ
マ
群
落

基
本
的
に
は
手
を
加
え
な
い
。

ヤ
ナ
ギ
類
な
ど
の
木
本
類
が
侵
入
し
た
場
合
は
、
蒸
散

量
を
抑
え
る
目
的
か
ら
状
況
を
見
な
が
ら
適
宜
伐
採
す
る
。

貝
類
を
継
続
的
に
観
測
し
、
専
門
家
の
意
見
を
聴
き
な

が
ら
、
順
応
的
な
管
理
を
行
う
。

ク

キ
シ
ョ
ウ
ブ
群
落

複
数
年
か
け
て
キ
シ
ョ
ウ
ブ
を
除
去
し
、
低
茎
の
湿
性

草
地
へ
の
移
行
を
図
る
。

ヨ
シ
、
ガ
マ
等
の
高
茎
湿
性
草
地
が
拡
大
す
る
場
合
は
、

広
が
り
過
ぎ
な
い
よ
う
状
況
を
見
な
が
ら
適
宜
除
去
す
る
。

貝
類
の
生
息
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
、
順
応
的
な
管
理

を
行
う
。

ケ

ミ
ゾ
ソ
バ
群
落

谷
中
央
部
か
ら
上
流
部
に
か
け
て
は
、
ヨ
シ
、
ガ
マ
等

の
高
茎
草
地
化
を
図
る
。
し
か
し
、
広
が
り
過
ぎ
な
い
よ

う
状
況
を
見
な
が
ら
順
応
的
な
管
理
を
行
う
。

現
状
を
見
守
り
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
部
分
的
に
耕

う
ん耘
す
る
な
ど
の
、
順
応
的
な
管
理
を
行
う
。

コ

エ
ゾ
ノ
サ
ヤ
ヌ
カ
グ
サ
群
落

現
状
を
見
守
り
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
部
分
的
に
耕

う
ん耘
す
る
な
ど
の
、
順
応
的
な
管
理
を
行
う
。

サ

セ
リ
群
落

現
状
を
見
守
り
な
が
ら
、
水
路
に
落
ち
葉
な
ど
が
堆
積

か

し
た
場
合
な
ど
に
は
掻
き
取
り
、
湿
潤
な
状
態
を
維
持
す

る
。

シ

水
田
環
境

カ
エ
ル
類
や
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
等
の
水
田
環
境
に
依
存け

い

す
る
生
物
の
保
全
を
目
的
と
し
た
水
田
耕
作
を
行
い
、
畦

畔
植
生
の
回
復
を
図
る
。

水
田
環
境
の
状
況
を
見
な
が
ら
順
応
的
な
管
理
を
行
う
。

ス

開
放
水
面

現
状
を
見
守
り
な
が
ら
、
堆
積
物
が
多
い
場
所
の
泥
を

寄
せ
る
な
ど
の
、
順
応
的
な
管
理
を
行
う
。

流
水
箇
所
に
つ
い
て
は
、
生
物
や
水
の
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
、
現
状
を
維
持
す
る
。

セ

野
生
動
植
物
保
護
地
区
の
管
理
方
針

キ
バ
サ
ナ
ギ
ガ
イ
、
ナ
タ
ネ
キ
バ
サ
ナ
ギ
ガ
イ
、
ミ
ズ

コ
ハ
ク
ガ
イ
、
ヒ
メ
ア
カ
ネ
、
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
、
ホ
ト
ケ

ド
ジ
ョ
ウ
、
ニ
ホ
ン
ア
カ
ガ
エ
ル
、
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
、

シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ
ル
等
の
希
少
種
が
生
息
す
る
湿

地
全
域
を
一
つ
の
ビ
オ
ト
ー
プ
ユ
ニ
ッ
ト
（
動
植
物
の
生

息
空
間
）
と
し
て
捉
え
、
一
体
的
な
管
理
を
行
う
。

湿
地
の
外
周
部
に
柵
を
設
け
、
閉
鎖
管
理
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
希
少
種
の
持
ち
去
り
行
為
や
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス

（
地
区
へ
の
過
剰
な
立
入
り
）
を
防
ぐ
。

ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
等
の
外
来
種
の
侵
入
に
備
え
、
湿

地
の
観
測
を
継
続
的
に
行
い
、
外
来
種
を
確
認
し
た
場
合

に
は
、
直
ち
に
排
除
す
る
。

開
放
水
面
に
つ
い
て
は
、
堆
積
物
が
見
ら
れ
た
場
合
に

泥
を
寄
せ
る
な
ど
し
、
現
状
を
維
持
す
る
。
ホ
ト
ケ
ド
ジ

ョ
ウ
の
見
ら
れ
る
水
の
流
れ
に
つ
い
て
も
堆
積
に
よ
る
せ

き
止
め
が
見
ら
れ
た
場
合
に
速
や
か
に
原
状
復
旧
等
を
行

う
。

う
ん

荒
地
雑
草
群
落
を
耕
耘
し
、
湿
性
草
地
と
し
て
湿
地
化

す
る
等
、
湿
地
部
の
乾
燥
化
を
防
ぐ
。

外
周
樹
林
の
拡
大
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
林
縁
の
日

当
た
り
に
配
慮
し
、
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
、
ヒ
メ
ア
カ
ネ
等
が

生
息
す
る
日
陰
の
湿
地
を
維
持
す
る
。

カ
エ
ル
類
、
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
等
の
生
息
す
る
水
田
環

境
を
保
全
す
る
た
め
の
耕
作
等
を
行
う
。

ウ

農
地
環
境
エ
リ
ア

一

ア

コ
ナ
ラ
林

農
地
に
隣
接
す
る
樹
林
地
の
林
床
は
、
明
る
い
林
床
を

維
持
す
る
た
め
、
冬
季
（
十
二
月
及
び
一
月
）
に
下
刈
り

を
行
う
。

ま
た
、
耕
作
地
が
日
陰
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
裾
刈
り

や
間
伐
を
行
う
。

イ

モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
林

農
地
に
隣
接
す
る
竹
林
は
、
竹
林
の
密
度
を
三
平
方
メ

ー
ト
ル
当
た
り
一
、
二
本
程
度
に
伐
採
す
る
。
伐
採
は
、

夏
季
（
八
月
及
び
九
月
）
に
行
う
の
が
効
果
的
で
あ
る
。

ま
た
、
耕
作
地
が
日
陰
に
な
っ
た
り
、
竹
林
が
広
が
ら

な
い
よ
う
に
裾
刈
り
や
間
伐
を
行
う
。

ウ

畑
地

基
本
的
に
地
権
者
や
耕
作
者
の
意
向
に
沿
っ
て
、
営
農

を
継
続
す
る
が
、
保
全
地
域
の
主
旨
と
し
て
、
自
然
環
境

を
保
全
す
る
目
的
か
ら
、
農
薬
の
使
用
等
に
つ
い
て
は
、

極
力
控
え
る
よ
う
に
協
力
を
得
る
よ
う
に
す
る
。
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都
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
耕
作
に
協
力
し
、
自
然
環
境
保

全
の
た
め
の
農
地
保
全
を
行
う
こ
と
も
検
討
す
る
。

エ

果
樹
園

基
本
的
に
地
権
者
や
耕
作
者
の
意
向
に
沿
っ
て
、
営
農

を
継
続
す
る
が
、
保
全
地
域
の
主
旨
と
し
て
、
自
然
環
境

を
保
全
す
る
目
的
か
ら
、
農
薬
の
使
用
等
に
つ
い
て
は
、

極
力
控
え
る
よ
う
に
協
力
を
得
る
よ
う
に
す
る
。

都
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
耕
作
に
協
力
し
、
自
然
環
境
保

全
の
た
め
の
農
地
保
全
を
行
う
こ
と
も
検
討
す
る
。

オ

ス
ス
キ
群
落

ス
ス
キ
群
落
と
し
て
管
理
し
な
が
ら
、
将
来
は
農
地
へ

の
転
換
を
検
討
す
る
。

カ

荒
地
雑
草
群
落

耕
作
地
に
隣
接
す
る
場
所
で
は
、
一
メ
ー
ト
ル
程
度
の

幅
で
年
に
二
、
三
回
程
度
刈
り
取
り
を
行
い
、
背
丈
が
高

く
な
ら
な
い
草
地
環
境
を
維
持
す
る
。

そ
の
他
の
地
域
で
は
、
年
に
一
回
程
度
（
二
月
）
刈
り

取
り
を
行
い
、
ス
ス
キ
草
地
等
の
高
茎
草
地
の
環
境
を
維

持
す
る
。

エ

農
地
環
境
エ
リ
ア

二

ア

コ
ナ
ラ
林

耕
作
地
へ
の
日
照
等
に
配
慮
し
て
樹
林
地
を
管
理
す
る
。

イ

マ
ダ
ケ－

ハ
チ
ク
林

隣
接
す
る
屋
敷
裏
の
谷
地
形
は
、
斜
面
崩
壊
、
土
砂
流

出
等
を
防
ぐ
た
め
、
現
状
の
竹
林
を
維
持
す
る
。
一
平
方

メ
ー
ト
ル
に
一
、
二
本
の
密
度
に
す
る
。
若
い
竹
を
残
す

よ
う
に
し
、
若
い
竹
林
を
維
持
す
る
。

竹
を
伐
採
し
、
低
茎
や
高
茎
の
多
様
な
草
地
を
形
成
し
、

か
ん

水
源
涵
養
の
役
割
と
、
生
物
の
多
様
性
を
保
全
す
る
。
低

茎
草
地
で
は
、
年
に
二
、
三
回
程
度
、
高
茎
草
地
で
は
、

冬
季
（
二
月
）
に
一
回
程
度
の
刈
り
取
り
を
行
う
。

竹
を
伐
採
し
、
低
茎
や
高
茎
の
多
様
な
草
地
環
境
を
維

持
し
な
が
ら
、
将
来
は
農
地
へ
の
転
換
を
検
討
す
る
。

草
地
を
維
持
す
る
期
間
は
、
低
茎
草
地
で
は
、
年
に
二
、

三
回
程
度
、
高
茎
草
地
で
は
、
冬
季
（
二
月
）
に
一
回
程

度
の
刈
り
取
り
を
行
う
。

竹
を
伐
採
し
、
農
地
に
転
換
す
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

周
辺
の
果
樹
園
と
同
様
に
、
果
樹
園
と
す
る
こ
と
も
検
討

す
る
。

ウ

ス
ス
キ
群
落

低
茎
や
高
茎
の
多
様
な
草
地
環
境
を
維
持
し
な
が
ら
、

将
来
は
農
地
に
転
換
を
検
討
す
る
。

草
地
を
維
持
す
る
期
間
は
、
低
茎
草
地
で
は
、
年
に
二
、

三
回
程
度
、
高
茎
草
地
で
は
、
冬
季
（
二
月
）
に
一
回
程

度
の
刈
り
取
り
を
行
う
。

エ

荒
地
雑
草
群
落

平
坦
地
は
、
農
地
に
転
換
す
る
。
斜
面
地
や
作
業
道
な

ど
は
低
茎
草
地
と
し
て
維
持
す
る
。

草
地
を
維
持
す
る
期
間
は
、
低
茎
草
地
で
は
、
年
に
二
、

三
回
程
度
、
高
茎
草
地
で
は
、
冬
季
（
二
月
）
に
一
回
程

度
の
刈
り
取
り
を
行
う
。

低
茎
や
高
茎
の
多
様
な
草
地
環
境
を
維
持
し
な
が
ら
、

将
来
は
農
地
に
転
換
を
検
討
す
る
。

草
地
を
維
持
す
る
期
間
は
、
低
茎
草
地
で
は
、
年
に
二
、

三
回
程
度
、
高
茎
草
地
で
は
、
冬
季
（
二
月
）
に
一
回
程

度
の
刈
り
取
り
を
行
う
。

オ

ク
ズ
群
落

農
地
に
転
換
す
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
周
辺
の
果
樹

園
と
同
様
に
、
果
樹
園
と
す
る
こ
と
も
検
討
す
る
。

カ

ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
群
落

平
坦
地
は
農
地
に
転
換
す
る
。
斜
面
地
や
作
業
道
な
ど

は
低
茎
草
地
と
し
て
維
持
す
る
。

キ

外
来
雑
草
群
落

か
ん

低
茎
や
高
茎
の
多
様
な
草
地
を
形
成
し
、
水
源
涵
養
の

役
割
と
、
生
物
の
多
様
性
を
保
全
す
る
。
低
茎
草
地
で
は
、

年
に
二
、
三
回
程
度
、
高
茎
草
地
で
は
、
冬
季
（
二
月
）

に
一
回
程
度
の
刈
り
取
り
を
行
う
。

低
茎
や
高
茎
の
多
様
な
草
地
環
境
を
維
持
し
な
が
ら
、

将
来
は
農
地
に
転
換
を
検
討
す
る
。

草
地
を
維
持
す
る
期
間
は
、
低
茎
草
地
で
は
、
年
に
二
、

三
回
程
度
、
高
茎
草
地
で
は
、
冬
季
（
二
月
）
に
一
回
程

度
の
刈
り
取
り
を
行
う
。

平
坦
地
は
、
農
地
に
転
換
す
る
。
斜
面
地
や
作
業
道
な

ど
は
低
茎
草
地
と
し
て
維
持
す
る
。

農
作
業
や
環
境
学
習
等
を
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
と
な

る
施
設
の
整
備
や
低
茎
草
地
等
の
維
持
を
行
う
。

施
設
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
雨
水
の
浸
透
に
配
慮
す
る
。

ク

畑
地
及
び
果
樹
園

現
状
を
維
持
す
る
。

ケ

緑
の
多
い
住
宅
地

低
茎
や
高
茎
の
多
様
な
草
地
環
境
を
維
持
し
な
が
ら
、

将
来
は
農
地
へ
の
転
換
を
検
討
す
る
。

草
地
を
維
持
す
る
期
間
は
、
低
茎
草
地
で
は
、
年
に
二
、

三
回
程
度
、
高
茎
草
地
で
は
、
冬
季
（
二
月
）
に
一
回
程
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度
の
刈
り
取
り
を
行
う
。

オ

里
山
環
境
回
復
エ
リ
ア

一

コ
ナ
ラ
林

林
床
を
明
る
く
す
る
区
域
、
鳥
類
等
の
繁
殖
地
と
し
て
ヤ

ブ
を
残
す
区
域
等
の
区
域
を
設
定
し
た
管
理
を
行
う
。
林
床

を
明
る
く
す
る
区
域
で
は
、
夏
季
（
七
月
）
と
冬
季
（
十
二

月
及
び
一
月
）
に
下
刈
り
を
実
施
す
る
。
ヤ
ブ
を
残
す
区
域

で
は
、
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
が
密
生
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
、
様
子

を
見
な
が
ら
二
年
か
ら
三
年
に
一
回
冬
季
に
下
刈
り
を
行
う

等
の
対
応
を
検
討
す
る
。
高
木
に
つ
い
て
は
、
密
生
す
る
場

所
で
は
間
伐
を
行
う
。

カ

里
山
環
境
回
復
エ
リ
ア

二

ア

コ
ナ
ラ
林

林
床
を
明
る
く
す
る
区
域
、
鳥
類
等
の
繁
殖
地
と
し
て

ヤ
ブ
を
残
す
区
域
等
の
区
域
を
設
定
し
た
管
理
を
行
う
。

林
床
を
明
る
く
す
る
区
域
で
は
、
夏
季
（
七
月
）
と
冬
季

（
十
二
月
及
び
一
月
）
に
下
刈
り
を
実
施
す
る
。
ヤ
ブ
を

残
す
区
域
で
は
、
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
が
密
生
し
過
ぎ
な
い
よ

う
に
、
様
子
を
見
な
が
ら
二
年
か
ら
三
年
に
一
回
冬
季
に

下
刈
り
を
行
う
等
の
対
応
を
検
討
す
る
。
高
木
に
つ
い
て

は
、
密
生
す
る
場
所
で
は
間
伐
を
行
う
。

イ

植
栽
樹
林

間
伐
と
下
刈
り
を
行
い
、
コ
ナ
ラ
林
へ
移
行
す
る
。
ス

ス
キ
群
落
に
隣
接
す
る
場
所
で
は
、
ス
ス
キ
群
落
の
ま
と

ま
り
を
考
慮
し
、
一
部
を
ス
ス
キ
群
落
等
に
草
地
化
す
る

こ
と
も
検
討
す
る
。

ウ

低
木
植
栽

道
路
に
囲
ま
れ
た
場
所
で
サ
ツ
キ
が
植
栽
さ
れ
て
い
る

現
状
を
維
持
す
る
。

エ

ス
ス
キ
群
落

ス
ス
キ
群
落
、
荒
地
雑
草
群
落
（
低
茎
草
地
）
の
区
域

を
設
定
し
て
管
理
す
る
。
ス
ス
キ
群
落
は
年
に
一
回
程
度

（
二
月
）
刈
り
取
り
を
行
い
、
ス
ス
キ
草
地
等
の
高
茎
草

地
の
環
境
を
維
持
す
る
。

荒
地
雑
草
群
落
（
低
茎
草
地
）
は
、
年
に
二
、
三
回
程

度
刈
り
取
り
、
背
丈
が
高
く
な
ら
な
い
草
地
環
境
を
維
持

す
る
。

植
栽
樹
林
に
隣
接
す
る
場
所
で
は
、
植
栽
樹
林
の
ま
と

ま
り
を
考
慮
し
、
群
落
の
一
部
を
コ
ナ
ラ
林
へ
移
行
す
る

こ
と
を
検
討
す
る
。

オ

荒
地
雑
草
群
落

天
王
森
公
園
に
隣
接
す
る
場
所
で
は
、
年
に
二
、
三
回

程
度
刈
り
取
り
を
行
い
、
背
丈
が
高
く
な
ら
な
い
草
地
環

境
（
低
茎
草
地
）
を
維
持
す
る
。

ス
ス
キ
群
落
に
隣
接
す
る
場
所
は
、
状
況
に
応
じ
て
、

ス
ス
キ
群
落
と
す
る
か
、
低
茎
草
地
を
広
げ
る
か
を
検
討

す
る
。

㈤

施
設
に
関
す
る
事
項

農
作
業
、
環
境
学
習
、
体
験
活
動
等
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、

地
域
内
に
ト
イ
レ
、
休
憩
場
所
等
の
活
動
拠
点
施
設
や
活
動
で

使
用
す
る
機
材
を
収
納
す
る
倉
庫
等
の
施
設
を
必
要
に
応
じ
て

設
置
す
る
。

必
要
に
応
じ
て
保
全
地
域
の
活
用
を
図
り
、
環
境
学
習
を
促

進
す
る
た
め
に
案
内
板
、
解
説
板
等
を
、
地
域
に
生
息
・
生
育

す
る
動
植
物
を
保
護
す
る
た
め
に
制
札
板
、
人
の
立
入
り
を
制

限
す
る
柵
等
を
設
置
す
る
。

㈥

保
全
地
域
の
活
用
そ
の
他
の
運
営
に
関
す
る
事
項

㈡
の
方
針
に
基
づ
き
、
植
生
管
理
、
施
設
の
整
備
、
保
全
地

域
の
活
用
等
の
保
全
事
業
を
進
め
る
た
め
に
、
都
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
専
門
家
、
地
域
住
民
、
多
摩
市
、
稲
城
市
、
東
京
都
等

で
構
成
す
る
協
議
の
場
を
定
期
的
に
設
け
る
。

ま
た
、
都
民
と
協
働
し
て
次
の
よ
う
に
利
活
用
す
る
。

ア

森
林
部
分
に
お
い
て
は
、
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
の

保
全
を
目
的
と
し
、
都
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
除

間
伐
、
下
刈
り
等
を
行
い
、
樹
林
環
境
管
理
を
行
う
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
発
生
し
た
材
は
、
可
能
な
限
り
資
源

と
し
て
有
効
に
活
用
す
る
。

イ

谷
戸
部
の
一
部
は
、
希
少
な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境

の
保
全
を
目
的
と
し
て
管
理
す
る
た
め
、
利
用
を
制
限
す
る
。

ま
た
、
多
摩
丘
陵
に
お
い
て
里
山
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き

た
自
然
環
境
が
、
希
少
な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
回
復
を
図
る
た
め
、
草
刈
り
、

水
田
耕
作
等
を
行
う
。
そ
れ
ら
の
作
業
に
際
し
て
は
、
希
少

な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
、
環

境
学
習
又
は
体
験
活
動
の
場
と
し
て
活
用
す
る
。

ウ

耕
作
地
（
民
有
地
）
は
、
地
権
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

環
境
学
習
又
は
体
験
活
動
の
場
と
し
て
活
用
す
る
。

耕
作
地
（
公
有
地
）
は
、
都
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
福
祉
団

体
、
近
隣
の
住
民
団
体
そ
の
他
の
多
様
な
主
体
と
の
協
働
に

よ
り
、
農
作
業
の
場
と
し
て
活
用
す
る
ほ
か
、
環
境
学
習
や

体
験
活
動
等
の
場
と
し
て
活
用
す
る
。

エ

ア
か
ら
ウ
ま
で
の
活
用
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
企
業
等

が
必
要
な
人
材
又
は
資
機
材
を
提
供
す
る
な
ど
の
社
会
貢
献

活
動
を
行
う
場
と
し
て
の
活
用
も
検
討
す
る
。
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オ

希
少
な
動
植
物
や
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
資
す
る
研
究

等
の
場
と
し
て
活
用
す
る
。

㈦

野
生
動
植
物
保
護
地
区
の
指
定
に
関
す
る
事
項

貝
類
の
キ
バ
サ
ナ
ギ
ガ
イ
、
ナ
タ
ネ
キ
バ
サ
ナ
ギ
ガ
イ
及
び

ミ
ズ
コ
ハ
ク
ガ
イ
を
は
じ
め
と
す
る
希
少
な
湿
地
の
生
物
を
保

護
す
る
た
め
、
条
例
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

連
光
寺
・
若
葉
台
里
山
保
全
地
域
の
谷
戸
部
の
一
部
を
野
生
動

植
物
保
護
地
区
に
指
定
す
る
。

ア

指
定
区
域

連
光
寺
・
若
葉
台
里
山
保
全
地
域
の
谷
戸
部

の
一
部
（
別
図
二
に
示
す
区
域
）

イ

指
定
区
域
の
面
積

〇
・
二
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

ウ

保
護
す
べ
き
野
生
動
物
の
種
類

条
例
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
野
生
動
植
物

保
護
地
区
内
に
生
息
す
る
次
に
掲
げ
る
動
物
を
、
捕
獲
し
、

若
し
く
は
殺
傷
し
、
又
は
採
取
し
、
若
し
く
は
損
傷
し
て
は

な
ら
な
い
。

両
生
類

ニ
ホ
ン
ア
カ
ガ
エ
ル
、
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
、
シ

ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ
ル
そ
の
他
の
両
生
類
全
種

（
外
来
種
を
除
く
。
）

魚

類

ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ

昆
虫
類

ヒ
メ
ア
カ
ネ
及
び
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル

貝

類

キ
バ
サ
ナ
ギ
ガ
イ
、
ナ
タ
ネ
キ
バ
サ
ナ
ギ
ガ
イ

及
び
ミ
ズ
コ
ハ
ク
ガ
イ

㈧

区
域
別
保
全
・
利
活
用
の
方
針

ア

里
山
環
境
保
全
エ
リ
ア

ア

現
況
の
自
然
特
性

コ
ナ
ラ
、
シ
デ
類
及
び
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
優
占
し
、
低
木

に
は
常
緑
広
葉
樹
が
見
ら
れ
る
落
葉
広
葉
樹
林
と
な
っ
て

い
る
。

林
床
に
は
タ
マ
ノ
カ
ン
ア
オ
イ
、
キ
ン
ラ
ン
、
サ
サ
バ

ギ
ン
ラ
ン
、
シ
ュ
ン
ラ
ン
等
が
生
育
す
る
。
一
部
に
は
ア

ズ
マ
ネ
ザ
サ
が
繁
茂
す
る
。

ヒ
ラ
タ
ク
ワ
ガ
タ
や
キ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
、
ア
カ
シ
ジ

ミ
等
も
生
息
す
る
。

イ

保
全
の
方
針

落
葉
広
葉
樹
林
の
保
全
及
び
当
該
区
域
の
里
山
環
境
の

保
全
を
目
標
と
し
た
、
ク
ヌ
ギ
・
コ
ナ
ラ
林
の
回
復
を
図

る
。ク

ヌ
ギ
、
コ
ナ
ラ
等
に
依
存
す
る
生
物
の
生
息
・
生
育

空
間
の
保
全
及
び
回
復
を
図
る
。

ウ

利
活
用
の
方
針

基
本
的
に
樹
林
地
の
管
理
と
継
続
的
な
観
測
を
行
う
。

コ
ナ
ラ
林
は
、
豊
か
な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
に

な
る
よ
う
に
手
入
れ
す
る
。

イ

湿
地
環
境
保
全
エ
リ
ア

ア

現
況
の
自
然
特
性

谷
戸
の
下
流
部
は
、
水
際
の
樹
林
地
に
覆
わ
れ
、
や
や

薄
暗
い
環
境
を
呈
し
て
い
る
。
谷
底
面
に
は
ミ
ゾ
ソ
バ
群

落
及
び
キ
シ
ョ
ウ
ブ
群
落
が
分
布
し
、
一
部
に
や
や
乾
燥

化
し
た
荒
地
雑
草
群
落
や
竹
林
等
が
分
布
す
る
。
ヒ
メ
ア

カ
ネ
、
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
等
や
や
薄
暗
い
環
境
を
選
好
す
る

種
類
が
見
ら
れ
る
。

谷
戸
上
流
部
か
ら
中
流
部
で
は
、
谷
底
面
に
は
ヨ
シ
、

ガ
マ
群
落
や
エ
ゾ
ノ
サ
ヤ
ヌ
カ
グ
サ
群
落
が
分
布
す
る
。

希
少
な
貝
類
が
比
較
的
よ
く
見
ら
れ
る
場
所
で
、
キ
ン
ヒ

バ
リ
、
キ
イ
ロ
ジ
ョ
ウ
カ
イ
等
が
見
ら
れ
る
。

最
上
流
部
は
、
現
在
は
ガ
マ
群
落
や
ヨ
シ
群
落
と
な
っ

て
い
る
が
、
平
成
二
十
三
年
ま
で
水
田
環
境
が
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
ア
カ
ガ
エ
ル
類
及
び
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ

ル
の
産
卵
場
所
並
び
に
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
の
繁
殖
地
と
な

っ
て
お
り
、
シ
オ
ヤ
ト
ン
ボ
等
が
見
ら
れ
る
。

イ

保
全
の
方
針

柵
の
設
置
等
を
行
い
、
希
少
種
の
保
全
を
行
う
。

希
少
な
貝
類
の
生
息
環
境
を
保
全
す
る
。
特
に
水
環
境

の
維
持
と
外
来
種
対
策
を
行
い
、
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
等

に
つ
い
て
は
継
続
的
な
監
視
を
実
施
し
、
侵
入
が
確
認
さ

れ
た
場
合
に
は
駆
除
す
る
。

日
陰
の
湿
地
を
部
分
的
に
維
持
し
、
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
、

ヒ
メ
ア
カ
ネ
等
の
生
息
環
境
を
保
全
す
る
。

水
田
環
境
の
復
元
に
よ
る
里
山
景
観
と
、
カ
エ
ル
類
や

ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
を
は
じ
め
と
す
る
水
田
環
境
の
多
様
な

生
物
相
を
保
全
す
る
。

ま
た
、
そ
の
多
様
な
生
物
相
を
保
全
す
る
た
め
、
生
息

が
確
認
さ
れ
て
い
る
外
来
種
の
ア
ラ
イ
グ
マ
の
駆
除
を
行

う
。周

辺
の
樹
林
や
竹
林
は
適
切
に
空
間
を
管
理
し
、
湿
地

へ
の
拡
大
を
抑
制
す
る
。

コ
ク
ラ
ン
の
生
育
環
境
を
保
全
す
る
。

キ
シ
ョ
ウ
ブ
に
つ
い
て
は
、
湿
地
に
生
息
す
る
動
物
へ

の
影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
複
数
年
か
け
て
除
去
し
、
主
に

低
茎
の
水
生
草
地
へ
の
移
行
を
図
る
。う

ん

湿
地
内
の
荒
地
雑
草
群
落
は
、
耕
耘
を
行
い
、
湿
地
化

を
図
る
。

ウ

利
活
用
の
方
針
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基
本
的
に
立
入
り
を
制
限
し
、
立
入
り
は
湿
地
の
管
理

と
継
続
的
な
観
測
等
の
機
会
に
限
定
す
る
。

湿
地
の
管
理
手
法
と
し
て
、
伝
統
的
な
水
田
管
理
の
手

法
を
用
い
る
。
管
理
の
体
制
や
影
響
の
程
度
を
見
極
め
な

が
ら
、
当
区
域
の
希
少
性
と
価
値
を
周
知
す
る
た
め
の
限

定
的
な
活
用
を
検
討
す
る
。

ウ

農
地
環
境
エ
リ
ア

一

ア

現
況
の
自
然
特
性

か
ん

谷
戸
の
集
水
域
に
位
置
し
、
水
源
涵
養
の
役
割
を
担
う

と
と
も
に
、
里
山
の
様
な
景
観
を
形
成
し
て
い
る
。

放
棄
地
や
果
樹
園
の
草
地
に
は
ク
ル
マ
バ
ッ
タ
、
シ
ョ

ウ
リ
ョ
ウ
バ
ッ
タ
モ
ド
キ
等
が
生
息
す
る
。

イ

保
全
の
方
針

か
ん

水
源
涵
養
の
機
能
を
保
全
す
る
。

農
地
と
草
地
環
境
を
保
全
す
る
。

現
状
の
営
農
者
を
尊
重
し
つ
つ
、
農
薬
の
使
用
、
施
肥

及
び
草
刈
り
の
ル
ー
ル
作
り
を
行
う
等
の
協
力
を
得
る
。

ウ

利
活
用
の
方
針

基
本
的
に
、
現
在
の
営
農
を
継
続
し
て
実
施
す
る
。

営
農
者
及
び
地
権
者
と
の
協
議
を
行
い
、
環
境
学
習
や

体
験
活
動
等
の
場
と
し
て
の
活
用
を
検
討
す
る
。

草
地
環
境
の
維
持
管
理
を
通
し
て
、
当
該
区
域
の
希
少

性
及
び
価
値
を
周
知
し
、
環
境
学
習
の
場
と
し
て
活
用
す

る
。

エ

農
地
環
境
エ
リ
ア

二

ア

現
況
の
自
然
特
性

か
ん

谷
戸
の
集
水
域
に
位
置
し
、
水
源
涵
養
の
役
割
を
担
う
。

指
定
時
は
、
里
山
の
様
な
景
観
を
形
成
し
て
い
た
が
、
拡

張
時
に
は
休
耕
地
や
竹
林
が
分
布
す
る
。

休
耕
地
は
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
や
オ
オ
ア
レ
チ
ノ

ギ
ク
、
ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
等
の
外
来
雑
草
群
落
や
低
茎

の
荒
地
雑
草
群
落
が
分
布
す
る
。
竹
林
は
、
マ
ダ
ケ
が
優

占
し
、
屋
敷
林
等
に
も
侵
入
し
拡
大
し
て
い
る
。

イ

保
全
の
方
針

か
ん

水
源
涵
養
の
機
能
を
保
全
す
る
た
め
に
、
農
地
や
草
地

環
境
等
と
し
て
維
持
管
理
す
る
。

農
地
と
し
て
利
用
を
開
始
す
る
ま
で
は
、
草
刈
り
を
行

い
、
草
地
環
境
を
維
持
す
る
。

竹
林
は
、
拡
大
を
抑
え
、
一
部
を
草
地
に
転
換
し
、
生

物
の
多
様
性
を
図
る
。

ウ

利
活
用
の
方
針

農
作
業
の
場
と
し
て
活
用
す
る
ほ
か
、
環
境
学
習
や
体

験
活
動
等
の
場
と
し
て
活
用
す
る
。

草
地
環
境
の
維
持
管
理
を
通
し
て
、
当
該
地
域
の
希
少

性
及
び
価
値
を
周
知
し
、
環
境
学
習
の
場
と
し
て
活
用
す

る
。

オ

里
山
環
境
回
復
エ
リ
ア

一

ア

現
況
の
自
然
特
性

コ
ナ
ラ
、
シ
デ
類
及
び
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
優
占
し
、
低
木

に
は
常
緑
広
葉
樹
が
見
ら
れ
る
落
葉
広
葉
樹
林
と
な
っ
て

い
る
。

林
床
の
ほ
と
ん
ど
は
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
が
繁
茂
す
る
が
、

尾
根
道
脇
に
ア
マ
ド
コ
ロ
、
樹
林
地
の
裾
に
キ
ン
ラ
ン
等

が
見
ら
れ
る
。

イ

保
全
の
方
針

落
葉
広
葉
樹
林
の
保
全
及
び
当
該
区
域
の
里
山
環
境
の

保
全
を
目
標
と
し
た
、
ク
ヌ
ギ
・
コ
ナ
ラ
林
の
回
復
を
図

る
。ク

ヌ
ギ
、
コ
ナ
ラ
等
に
依
存
す
る
生
物
の
生
息
・
生
育

空
間
の
保
全
及
び
回
復
を
図
る
。

ウ

利
活
用
の
方
針

当
該
区
域
の
希
少
性
及
び
価
値
を
周
知
し
、
環
境
学
習

の
場
と
し
て
活
用
す
る
。

カ

里
山
環
境
回
復
エ
リ
ア

二

ア

現
況
の
自
然
特
性

コ
ナ
ラ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
等
が
植
栽
さ
れ
て
高
木
林
と
な

っ
て
い
る
ほ
か
、
ス
ス
キ
草
地
が
分
布
す
る
。
草
地
環
境

に
は
、
シ
ョ
ウ
リ
ョ
ウ
バ
ッ
タ
モ
ド
キ
等
が
生
息
す
る
。

イ

保
全
の
方
針

落
葉
広
葉
樹
林
の
保
全
及
び
当
該
区
域
の
里
山
環
境
の

保
全
を
目
標
と
し
た
、
ク
ヌ
ギ
・
コ
ナ
ラ
林
の
回
復
を
図

る
。ク

ヌ
ギ
、
コ
ナ
ラ
等
に
依
存
す
る
生
物
の
生
息
・
生
育

空
間
の
保
全
及
び
回
復
を
図
る
。

草
地
環
境
の
維
持
及
び
管
理
を
行
う
。

ウ

利
活
用
の
方
針

当
該
区
域
の
希
少
性
及
び
価
値
を
周
知
し
、
環
境
学
習

の
場
と
し
て
活
用
す
る
。

別
表多

摩
市
連
光
寺
六
丁
目
十
一
番
一
、
十
二
番
三
、
十
二
番
五
か
ら

十
二
番
九
ま
で
、
十
二
番
十
一
か
ら
十
二
番
十
三
ま
で
、
十
二
番
十

五
、
十
二
番
十
六
、
十
六
番
九
、
十
七
番
二
、
十
七
番
四
、
十
七
番

七
及
び
十
七
番
八



令和2年11月11日（水曜日）東 京 都 公 報（増刊 125） ８



（増刊 125）東 京 都 公 報令和2年11月11日（水曜日）９



令和2年11月11日（水曜日）東 京 都 公 報（増刊 125） １０

発 行
東

京

都

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

電
話

〇
三（
五
三
二
一
）一
一
一
一（
代
）
郵便番号
１６３―８００１
定 価

本
号

三
〇
円

一
箇
月

六
、
六
〇
〇
円

（
郵
送
料
を
含
む
。）
印刷所

勝

美

印

刷

株

式

会

社

東
京
都
文
京
区
白
山
一
丁
目
十
三
番
七
号

電
話

〇
三（
三
八
一
二
）五
二
〇
一（
代
）
郵便番号
１１３―０００１


